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　　　Tumor　scintigraphy　with　i97HgC12　was　performed　in　30　cases　with　various　chest　diseases

including　24　primary　lung　cancers，　and　in　the　same　patients　tumor　scintigraphy　with　67Ga－citrate

was　done．　Joint　use　of　tumor　scintigraphy　and　blood　pool　or　perfusion　one　was　done　and　subt・

raction　scintigraphy　with　19？HgClo．　and　99mTcO4H　was　carried　out．　　　　　　　　　　　　’

　　　positive　results　of　both　tumor　scintigrams　were　obtained　in　21　primqry　lesions（87．5％）out

of　24　prirnary　lung　cancers。

　　　In　metastatic　lesions　in　hilar　and　mediastinal　lymphnode，　similar　positive　results　of　them

were　shown　too．

　　　Tumor　scintigraphy　with　67Ga－citrate　was　useful　for　detecting　of　the　primary　lesion　of　Iung

cancer　with　atelectasis　or　pleural　effusion　compared　to　that　of　l97HgC12，

　　　Uptake　of　19嘔gC12　in　intrapulmonary　metastases　and　infiammatory　lesions　was　I1｛gher　than

that　of　67Ga－citrate，

　　　The　dual　radioisotope　techniques　using　67Ga－citrate　and　egmTcO4－or　99mTc－MAA　were　useful

to　make　isotope　diagnosis　of　lung　cancer皿ore　reliable，　and　the　subtraction　scintigram　using

t97HgC12　and　99MTcO4H　was　more　valuable　for　detecting　of　the　lesion　in　the　mediastinum　and　hilar

region　compared　to　the　tumor　scintigram　with　i97HgC120r　67Ga－citrate，

　　　Superimposing　the　iso－count　map　of　the　perfusion　or　blood　pool　scintigram　to　the　brightness

image　of　67Ga－citrate，　was　useful　to　improve　anatomic　orientation　on　the　scintigra皿．
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　　　　　　iO7HgC王2

　　　　　　67Ga－citrate

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　程度の集積のあるもの，軽度陽挫は明らかに陽性であ

　　　　　　　　　1緒　言　　　　るがその搬の簾なもの，陰性は集積の認められな

　肺癌などを含む悪性腫瘍の陽性描画を目的とした腫　　いものとした。またすでに報告したごとく　197HgCl2

瘍シンチグラフィーは，非侵襲的であり，短時間に施　　　と09MTcO4一とを用いてのサブトラクション・シンチ

行でき，また反復検査が可能であるなど，現在では臨　　グラフィー2）（i°T｝lgC12の画像から心臓部でtg7HgC12

床的価値が認められ，日常のRI検査の中でも重要な　　と09mTcO4一の画像のRI量が等しくなるように補正

位置を占めるに至っている。肺癌を陽性描画するRI　　した9DmTcO4一の画像をサブトラクトする）も実施

として，67Ga－citratel），　i97HgC122），エ97Hg一グルタ　　　し，また同様に67Ga－citrateと99mTcQl一のサブト

チソ3），57Co－Bleomycin4），9gMTc－Bleomycin5），　　　ラクションも試み，さらに腫瘍シンチグラムに線図形

1agYb－citrate6）などがある。しかし肺癌に特異的に　　化した肺血流シンチグラム，血液プールシソチグラム，

集積するRIは現在のところ見出されていない。した　　RI一アソジオグラムなどを璽ね合わせる方法も実施

がって現状ではこれらのRIのそれぞれの特徴を充分　　した。

理解した上でそれを活用することが必要である。また　　　対象は表1のごとく原発性肺癌24例，肺結核兼湿性

シソチグラムの判読にあたっては，コンピュータなど　　胸膜炎，肺化膿症，塵肺，悪性胸腺踵，セミノーVの

による画像処理を行い，よりよい画像をうることも重　　肺転移，悪性リソパ腫の各1例，計30例である。

要と思われる。著者らは主としてie7HgC12による腫
瘍シソチグラフィ＿について検討してきたが，今回は　　　　　IE成　績

ID咀gC12および6？Ga－citrateの腫瘍シンチグラフィ　　　A　原発性肺癌について

一をほぼ同時期に実施し両者の比較検討をし，得られ　　　喀疾細胞診，気管支鏡による擦過細胞診，経皮肺生

た知見について報告する。　　　　　　　　　　　　　　検などにより診断を確定した扁平上皮癌12例，腺癌5

　　　　　　　H　方法・対象

t9・HgC1，（CEA製，半減期65時間）は1．。～1，4mCi　表1対卿よらびに腫瘍シンチグラ・・一の陽｛生率

を静注し24時間後に，また07Ga－citrate（Philips－

D。ph。・製，半減期78時間）は1～2mCiを静注し　　鵬の種類

24～48時間後に，両者ともシソチカメラ　（Nuclear一
Chi，ag。製，　Ph。／G。mma　HP，12インチX・t。1，　原発性肺癌

、2。。孔，ダイ．・一ジ。グ，リ．．，）と結合した　肺徽繍；蜘莫炎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　肺化膿症
TEAC　Image　Processor　DP　500（T－16型，　ミニ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　塵　　肺
コソピュータ，16kW）のシステムを用い，おのおの　　悪性胸腺腫

画像を収録した・i97HgC12は771くeV・67Ga－citrate　　セミノーマの肺転移

はgoKeVのγ線を選択した。また6TGa－citrateまた　　悪性リンパ腫

はig7HgC12の画像を収録し牟後，同一体位のもとで

ggmTc－MAA（2～4mCi）による肺血流シンチグラフ

例数

24

1

1

1

1

1

1

陽　　性　　例

ig7HgC12

21／24（87．5）％

1／1　（100）

1／1　（100）

1／1　（100）

1／1　（100）

1／1（100）

1／1（100）

67Ga－citrate

21／24（87．5）％

1／1　（100）

1／1　（100）

1／1　（100）

0／1　（0）

0／1　（0）

1／1（100）

a－，99mTcO4－（2～4mCi）による血液プールシンチ　　　　表2　i97HgCl“．と67Ga－citrateの集積度

グラフ1－）RIアンジオグラフィー（9DmTcO4－6～

10mCi）などを適宜選択し実施した。シンチグラムの

陽性度は陰性（一），軽度陽性（＋），中等度陽性（朴），　　集積度

強度陽性（辮）の4段階にわけて判定した。強度陽性は　　原発巣

縦鰍噂い集積のあるもの沖駿陽1生畷隔と同　転騨

197HgCl2

柵十ト十一

155　1　3

16135　1

67Ga－citrate

惜十ト十　一

12　4　5　3

1511　6　3

ig7HgC12のサブ
トラクショソ・
シンチグラム

十1十　一｝十　十　　一

17　3　1　3

26　4　3　2
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例，小細胞性来分化癌5例，大細胞性未分化癌1例，　　　　　　　表3　肺癌の組織型別集積度

組織型不明1例の副24例である。

　1　原発巣および転移巣における陽性率（表2）

　原発巣での陽性率は19？HgClm　67Ga－citrateとも

・・4例中21例（87・・％o）であ・た・・隙醐生例は磁麺一攣

1・7HgC12が15例，67Ga－cit「ateが12例でエ97FIgC12で　　扁平上皮癌

やや多く，特セこ197HgCl・のサブトラクシ・ン’シン　腺　癌

チグラムでは17例に明瞭な集積像が認められ・判読し　　小細胞性未分化癌

やすい画像がえられた。i97HgClm　67Ga－citrateと　　大細胞性未分化癌

もに陰性は3例で，すべて同一例であったが，そのう　　不　　　明

ち1例は左上肺野（S3）の1，5×1．7cm，　1例は左下　　合　　　計

ig7HgCl2

惜朴十一一

101　0　1

0　3　0　2

4　G　1　0

1　0　0　0

0　1　0　0

155　1　3

6TGa－

　citrate

帯十ト十一

7　2　2　1

0　1　2　2

4　0　1　0

1　0　0　0

0　1　0　0

124　5　3

ig7HgC12の
サブトラク
ション・シ
ンチグラム

惜十ト十一

101　0　1

1　2　0　2

4　0　1　0

1　0　0　0

1　0　0　0

173　1　3

肺野の心陰影と重なった（S8）の3．6×7．　Ocmのいず

れも腺癌であり，他の1例は左下肺野の心陰影と重な　　　　　　　　表4　肺癌の型別集積度

った（Slo）の6．0×7．　Ocmの扁平上皮癌である。次に

35病巣の転移巣における集積率でも197HgC12，67Ga一
、、t，。，，，…H、Cl，のサカラ，シ。ソ．シンチグラ　　　　197HgC1・c・t・a・・

67Ga一

渤膨謄弊鰻漆鍼讐1籟　遍＼一轡珊＋－1柵＋一
集積像がえられた。陰性例を検討すると，無気肺を伴　　肺　野　型

った肺野型の扁平上皮癌例では67Ga＿citrateは右上　　肺　門　型

獅聯噸の集積を示・た・・撫・槻墾気喉灘

ご膿巖議磁ζ鵜1繍散副購

3　1　0　3

9　2　1　0

5　1　1　0

7　0　0　0

0　2　0　0

2　0　0　0

3　1　0　3

8　1　3　0

0　2　3　2

4　1　2　0

0　0　2　0

0　1　0　1

ig7HgC12の
サブトラク

ショソ・シ
ソチグラム

十梓十ト十一

2　2　0　3

101　1　0

7　0　0　0

1　1　0　0

2　0　0　0
平上皮癌例では中縦隔部の転移巣で，i°7HgC12は軽

度陽性，そのサブトラクション・シソチグラムでは陰

性，67Ga－citrateでは強陽性を示した。胸水型の小　　C12が2例ともに強く集積し，　e7Ga－citrateは1例

細胞性未分化癌例の右鎖骨．ヒ窩の転移巣では197HgC12，　では陰性であり，1例は弱い集積を示した。

そのサブトラクション。シンチグラムで軽度陽性を示　　　B　非肺癌症例について

したが67Ga－citrateでは陰性であった。　　　　　　　　肺結核兼右湿性胸膜炎例では肺内の結核病巣に両

　2　肺癌の各型と集積度との関係　　　　　　　　　　R工ともに強く集積し，患側肺全体にも集積を示した。

　表3のごとく組織型別にみた各シンチグラムの集積　　塵肺例では両RIともに両側肺門リンパ節に高度の集

率には差がみられないが，編平上皮癌では12例中11例，　積を示し，肺野でも同程度の軽度集積を示し，縦隔に

小細胞性未分化癌では5例中5例いずれも陽性を示し，　は67Ga－citrateの方が集積が強い傾向であった。悪

集積度でも強い傾向を示した。腺癌では5例中2例が　　性胸腺魎では197HgCl2で中等度，67Ga－citrateで

陰性であり，集積度も弱い傾向を示した。また肺門型　　は陰性で両シソチグラムとも正常の縦隔にも集積が多

12例，肺野型7例，散布型2例と無気肺を伴った7例　　いが1e？HgC12のサブトラクショソ・シソチグラムで

につき集積度をみると表4のごとく両RIともに肺門　　は病巣部への集積が明瞭に描出されている（症例4）。

型が肺野型に比し集積が強い傾向を示した。無気肺を　　肺化膿症では病巣部に両RIともに高度集積を示した。

伴う7例をみると197HgC12は原発巣に全例高度に集　　両肺に多数の転移巣を認めるセミノーマ例では197Hg一

積し，しかも無気肺部にも全例集積し，うち5例は高　　C12で病巣部に高度陽性，　sTGa－citrateでは陰性であ

度に集積している。67Ga－citrateは原発巣に1ま全例　　る。悪性リンパ腫ではともに病巣部に高度陽性を示し

種々の程度に集積するが無気肺部には集積を認めない　　た。

か軽度の傾向であった。散布型肺癌2例では原発巣に　　　C　aTGa－citrateと99mTcO4一によるサブトラク

は両者とも同程度に集積を認めたが転移巣では197Hg一　　　　ション・シソチグラム
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プ：『鐸罪じ姦繍携を1こ隷霊艦£箒　■匪醒「’　

トラクショソ・シソチグラムでは頸部から上縦隔に正

グラム，血液プールシγチグラム，RI一アンジオカ

’雛　／・t　　　　　蜂・・

離灘繋罐讃鋤灘診簾　1ボ　　　　　舗、　，
よび意味づけが容易となった。　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蓑

出現，しだいに咳漱，喀疾増強，5月初旬には血疾を　　　　　　　　図1　症例1．78才，男

認め，5月27日当科に入院。胸部写真（図1）では右肺　　　　　　　右肺門部の大細胞性未分化癌

門部に原発巣を認め，右肺に無気肺，胸水，浸潤影を

伴う。気管支鏡所見では右B4・sの発赤，　B9・1°より出血。　　ラムを重ね合わせることにより・67Gaの集積部の位

同部よりの擦過細胞診にて大細胞性未分化癌と診断し　　置関係が明瞭になった。

た。シンチグラム（図2）では197HgC12で原発巣と　　　症例2．69才，男。昭和52年5月，健診にて胸部写

上縦隔，両鎖骨上窩に集積。6TGa－citrateでも原発　　真上・左中肺野の異常陰影を指摘され・11月30日当科

巣と上縦隔，両鎖骨上窩にも軽度に集積を認める。　　外来受診。入院後の胸部写真（図3）では左肺門陰影

197HgCl、のサブトラクション・シンチグラムでは原　　の拡大，左S3の無気肺と肺炎像を伴い，左下肺野に

発巣，上縦隔，および両鎖骨上窩の転移巣にもより明　　転移巣を認める。気管支鏡所見では左主気管支に直接

瞭な集積を認める。以上の所見は3ヵ月後の剖検でも　　浸潤所見を認めs同部よりの擦過細胞診で腺癌と診断

確認された。なお，線図形化した血液プールシンチグ　　された。腫瘍シンチグラム（図4）では両シンチグラ

　　　　　　197HgC126　　　　　　　　　　6TGa－citrate　　　　　197HgCI2のサブトラクション’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シソチグラム
　　　　　　　図2　腫瘍シソチグラム（線図形化した血液プールシンチグラムを重畳）
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F騨『…｛『農響嗣騨
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘

1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蕩　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E

　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／

一畠』＿＿一　一一，　　　　譜　　　　・　　　　　　L　　　　　　　　　・．　一　　　　　一　　　一一・　丁一一’　一’』酒『　　．‘　噛．一

　　　　　図3　症例2．69才，男　　　　　　　　　　　　図5　症例3．51才，男

左肺門陰影の拡大・無気肺と肺炎像を伴う腺癌　　　　　　右肺の無気肺を呈す扁平上皮癌

る。無気肺部および肺炎部では197Hg

位置が把握でき，また1枚の画像上

で左肺の肺血流障害も判読できる。

　症例3．51才，男。昭和52年1月

l　　　　　　　l　　　　　　　　一　一　　　　一S・一　一一t　－一一　　　旬血疾を認めた。9月下旬より呼吸

　　　　　　・97HgCI2　　　　76Ga－citrate　　　　　困難出現し・10月6日当科受診。入

図4　腫瘍シソチグラム（線図形化した肺血流シソチグラムを重畳）　　　院後胸部写真（図5）では右肺の無

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　気肺，左肺の代償性肺気腫を認める。

、撚…ii難iii難懸菱iiiiillii薦．

轟難liiii難鋒臓難iiiiii叢iiii…．

i難iii難難羅　　　璽i…言藝i蕪ii難i．

iiiiii灘強　　　離iiiiili　i…1蓑iil

iiii逡　　　　　嚢iil蕪i鑑ii：

　°ら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　奪．　　　．▼

1
L－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

識難　臨i姦it修算勲蕪雛瓢溢
　　　　　　　　　　　　　　　1贈支はほぼ完全に腿され，左主議i蓑難明　　　　　　魯難ii蓑

…i灘魏　一…購ll襲気管支OLも狭窄が認め・れ，生撫・

i難難霧．　　　　　　羅’蕪i藻：；　　て扁平上皮癌と診断された。腫瘍シ

ii……i…懸　　　　　　　　”　；iilliiil　　ソチグラム（図6）ではig7HgC12は

ii難　　　叢iiil　i原発巣・無気肺部喋積し67Ga－

…覇　　　・夢1灘饗爲欝鰭舗窪
　　週：颯．　　　　．照i窒i：：°　　　　　Cl2に比し少ない。

　　　’：：：”：鰹灘難：’：’懲　　　　　　　　症例4．48才，男。昭和48年，健

　　　　　エ97HgCl，　　　　　　　67Ga－citrate　　　　　　　　　診時の胸部写真で異常陰影を指摘さ

　　　　　　　　図6　腫瘍シソチグラム　　　　　　　　　　　　　れた。その後陰影は増大。昭和52年
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壷麟　　　　　　　1

図7　症例4．48才，男，右前縦隔の悪性胸腺腫

L　＿＿．．＿＿　．．一　　＿

　　　　767HgC12　　　　　　　　　　9iGa－citrate　　　　　　　　I97HgC12のサブトラション・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シンチグラム
（肺血流シンチグラムを重畳）　　　（肺血流シンチグラムを重畳）　　　（RI一アンジオグラムを重畳）

　　　　　　　　　　　　　　　　　図8　腫瘍シンチグラム

6月頃より上肢の脱力，易疲労性を認めるようになり，

12月18日当科に入院。テンシロンテスト陽性，筋電図　　　　　　　　　　　V　総括゜考案

でwanigを認め重症筋無力症の合併と診断された。　　　腫瘍親和性核種についての1）－6）報告は多く，いずれ

胸部写真（図7）で前縦隔に不規則で境界鮮明な陰影　　もほぼ90％前後の陽性率を示している。肺癌診断は現

を認めた。経皮肺生検で胸腺腫（上皮型）と診断され　　在，各種の胸部レ線写真，気管支造影などの造影診断，

た。手術の結果，右胸膜と癒着を認め，約7，0×10．Ocm　　気管支鏡などの内視鏡倹査，経皮肺生検，各種の細胞

の表面凹凸。割面で一部に嚢胞と壊死を認める腫瘤で，　診，組織診により確定診断がなされており，腫瘍シソ

組織学的には悪性胸腺腫であった。腫瘍シソチグラム　　チグラフィーはあくまでも補助診断の域を脱してはい

（図8）では197HgCl2は病巣部の一部に軽度の集積　　ないが，非侵襲的であり，くりかえし施行できる利点

を認めるが67Ga－citrateでは集積は不明瞭であり，　　をいかし，胸水・無気肺部における原発巣の診断，肺

197HgC12のサブトラクション・シンチグラムでは病　　門，縦隔における転移・浸潤部の診断，治療による経

巣部に一致して明瞭な集積像を認める。また右肺外側　　過観察などに関して腫瘍シンチグラフィーは極めて有

部の集積は胸腔鏡後の穿刺部である。本例ではRI一　　意義であると考えられる。今後悪性唾瘍に特異性のあ

アンジオグラフィーを併用することよにり大動脈瘤は　　るRIが発見され，診断能が更に高められることが期

否定でき，また大動脈と197Hgの集積部の位置関係　　待される。しかし現在では各種RIの特徴を熟知した

が明瞭である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　上で適当なRIを選択し，判読しやすいシンチグラム

　226　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　信州医誌　Vo1．28



197HgCl2とa7Ga－citrateの腫瘍シソチグラフィーの比較i

をえるための種々の手段が必要である。著春らは各種　　このことOX　i97HgC12の場合には血液中の197HgCI2に

画像処理法・　1°7HgCI2とggmTcO4一によるサブトラ　　　よるバックグラソドが多いため，これを減少させるた

クショソ・シソチグラフィー2），また位瞠的関係をみ　　めに，90mTcO4一による血液プールシソチグラムをサ

る目的で肺血流シソチグラムなどの重ね合わせ法，　　ブトラクトすることは理論的であるが6TGa－citrate

心・大血管系との関係や気管支動脈血流の状態などを　　では骨に集積しやすい傾向があり，またバックグラン

みる目的で，9gmTcOズによるRI一アンジオグラフ　　　ドの一成分としての血液中のRI量がigTHgC12の場

イーの併用法などについても考案と工夫を加え，それ　　合とは異なり少ないことなどの理由により，血液プー

を臨床的に応用してその同的をある程度みたす成績を　　ルシンチグラムをサブトラクトする意味が少ないため

えている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と考えられる。また前述のごとく，エ9？HgC12　CX　67Ga－

　67Ga－citrateによる腫瘍シンチグラフィーでは肺　　citrateに比し肺内の転移巣，炎症巣に強く集積する

癌の原発巣に高率かつ高度な集積を示し，木下ら1）は　　傾向が認められ，また無気肺部にも集積する傾向が大

90％，楢林ら7）は83％の成績を示しており，また肺結　　であり，さらに胸膜炎など胸水貯留側全体に集積する

核，肺化膿症，塵肺，サルコイドーシス，悪性リソバ　　傾向があるなど若干の差異が認められた。すなわち

腫などにも集積する。i°7HgCI2や197Hg一グルタチオ　　ie7HgC12は肺内転移巣，炎症巣の検出に有利であり，

ンに関しては藤井ら8）は90．5％，平田ら3）は90％とほ　　67Ga－citrateは無気肺中の原発巣を検出するのに有利

ぼ同様な成績が報告されており，また肺化膿症，肺結　　であり，またエネルギーがlo7HgC12に比し高いため

核，サルコイドーシス，悪性リンパ腫，間質性肺炎な　　胸水貯留例での原発巣の検出にも有利になると考えら

ど多くの疾患でも陽性を示し67Ga－citrateと同様悪　　れる。

性瞳瘍に非特異的である。また肺門・縦隔における転

移巣の検出には両RIとも敲で1・R局倣繍を示す　　　　v「結　語

場合を除くと，その判定に苦慮することが多い。薯者　　　原発性肺癌24例を含む胸部疾患30例を対象とし同時

らのieTHgC12の成績と従来の5TGa－citrateの成績　　期に行ったigマHgC12および67Ga－citrateによる腫

を比較すると，両者とも正常の縦隔にも集積が多く，　　瘍シソチグラムについて比較検討し，また6？Ga－cit・

エe7HgC12は67Ga－citrateに比し炎症巣への集積傾向　　rateの腫瘍シンチグラフィーUu　egmTc－MAAの肺血

が強く，また無気肺部にも集積しやすい傾向が窺われ　　流シソチグラフィ・一・　，　09MTcO4””　｝cよる血流プールシソ

たため，今圃は両シンチグラフィーを同一症例でほぼ　　チグラフィーを併用する方法および前者に線図形化し

同一時期に実施しえた例を中心に比較・検討した。両　　た後渚の画像を重ね合わせる方法などについても検討

シンチグラムの成績の評価の際，正確な比較は種々の　　しJ次の結果をえた。

条件の差により困難であるが，ROI処理，キャラク　　　1）67Ga－citrateと197HgC12による腫瘍シソチグ

ターイメージなどの半定量的評価に加え，試行錯誤の　　ラムは肺癌の原発巣および転移巣においてほぼ同様な

結果，最も良好な画像を選択して対比した。　　　　　　集積率を示すが若干の差異も認められた。

　症例数は少ないが67Ga－citrateとie7HgC12とも　　　2）is7HgC12は肺内転移巣，炎症巣に比較的良好な

肺癌の原発巣においてはほぼ同様な陽性率を示し・大　　集積を示した。肺門・縦隔の病巣部（転移・浸潤部）

差ない結果であったが，肺門・縦隔の病巣部（転移・　　の検出には197HgC12とggmTcOg一とのサブトラクシ

浸潤部，縦隔腫瘍）の検出に関しG7Ga－citrateは　　ヨン・シンチグラムが有用であり，°7Ga－citrateは

エDTFIgC12に比し縦隔部への集積が多いため，偽陽性例　　無気肺型肺癌の原発巣検出に有用であった。

と判断する症例も少なくなく，この点では19THgC12が　　　3）67Ga－citrate，　i97HgCl2の腫瘍シンチグラフィ

やや有利であった。これらに比しエ97HgC12と99mTcO4－　　一に肺血流シンチグラフィーs　RIアンジオグラフィ

のサブトラクション・シソチグラフィーでは肺門・縦　　一を併用することは1回の検査で，肺血流分布・心・

隔部における非特異的なRIが減少するため肺門・縦　　大血管系と原発巣あるいは転移巣との関係が把握でき

隔部の読影が容易となり転移巣の検出に有用であった。　有用であり，かつシンチグラムにおける位置関係の読

67Ga－citrateと9gmTcOべによるサブトラクション・　　影が容易であった。（本論文の要旨は第1g回日本肺癌

シンチグラフィーも試みたが必ずしも読影しやすい画　　学会総会にて発表した）。

像がえられず，その意味づけに苦慮する場合も多い。
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